
報道機関各位 

埋蔵文化財センターロビー展 

「収蔵庫の隠れたおたから」第１期を実施 

昨年度、市指定史跡「狐塚古墳」（龍野町所在）で採集した須恵器１点を、整理、

調査した結果、本市の歴史にとって重要な資料であることが判明したため、その

成果を市民に広くお知らせすることを目的とし、埋蔵文化財センターロビーにて

簡易な展示を行います。 

記 

１ 展示名称 「収蔵庫の隠れたおたから」第１期 

―龍野町狐塚古墳採集 須恵器― 

２ 開催場所   たつの市立埋蔵文化財センターロビー 

３ 開催期間 令和８年６月６日(土) ～７月１０日(金) 

（休館日 毎週火曜日、７月１日(水）) 

４ 展示内容   龍野町狐塚古墳採集須恵器 １点 

５ 観 覧 料  無料 

６ そ の 他  今年度のロビー展示は全４期に分けて実施します 

  残りの３期の内容は以下のとおりです。 

第２期 揖保川町黍田 F号墳出土 鉄鏃 

（令和８年７月１１日(土) ～７月３０日(木)） 

第３期 梛神社裏山２号墳 赤色立体図 

（令和８年８月１日(土) ～９月４日(金)） 

第４期 御津町唐荷島採集 打製石剣 

（令和８年９月５日(土) ～１０月３０日(金)） 

たつの市定例記者会見資料 

発表年月日 令和８年６月１日（月） 

担 当 課 教育事業部歴史文化財課 

電　　　話 0791-75-5450 



 

 

 

 

 
ロビー展示 収蔵庫の隠れたおたから 展示資料について 

 

第１期 龍野町狐塚古墳採集 須恵器 

 

１ 展示資料の概要 

 昨年度、龍野町狐塚古墳で採集した須恵器１点。時期は 古墳時代後期（約 1,500

年前）である。 

 狐塚古墳は現在の龍野高校の北に位置する丘陵の斜面に築かれた古墳で、直径

約 20ｍ、円墳または方墳である。全長約 9.7m とやや大型の横穴式石室を内蔵す

る。昭和 51（1976）年に、龍野市（当時）の指定文化財（史跡）となった。 

  

２ 来歴 

 昨年度、狐塚古墳の石室入口付近で須恵器が露出しているとの通報があった。

現地を確認した歴史文化財課は、このまま須恵器を放置すると滅失、既存する恐

れがあると判断し、緊急避難的に採集を行った。 

 その後、洗浄、注記、実測図作成等の整理作業を進めた結果、たつの市の歴史

を考えるうえで重要な資料であると判断されたため、展示を行うこととした。 

 

３ 資料の評価 

 市指定史跡狐塚古墳の築造時期、ひいては地域の歴史を考えるうえで重要な資

料である。 

 狐塚古墳の時期は古墳時代後期としか判明していなかったが、今回の展示品は

古墳時代後期前半のものであることが確実である。これにより、狐塚古墳は、西

宮山古墳（現在の龍野高校グランドに所在した前方後円墳で、多数の副葬品が出

たことで著名）とほぼ同時期に築造された可能性が高くなった。 

 これまでの定説では、狐塚古墳は西宮山古墳の次の代の首長墓だと漠然とだが

推定されてきたため、通説に一石を投じる重要な資料である。 

 

４ 本資料選定の理由 

 古墳時代後期の須恵器自体は珍しくはない。しかし、単体として珍しくはなく

とも、地域の歴史への位置付けによっては重要な資料となりうること、市民から

は見えにくいが、歴史文化財課ではこうした「評価」を行う作業を継続的に行っ

ていることを知っていただきたいという願いも込め、選定した。 

 

 

 

 

 

 



展示対象の写真 
 

 
龍野町狐塚古墳採集須恵器（直径 14㎝、高さ 4.9㎝） 

 

 

 

 
展示対象の出土地点（第１期 狐塚古墳） 

 



 
 

▶
 

収蔵庫の隠れたおたから 
当センターが保管している考古資料のうち、学芸員イチ押しの 1 点を 

選びました！ 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

狐塚古墳採集 須恵器 
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